
「
夏
の
思
い
出
」

一
組
担
任

定
本

博
江

京
都
駅
に
着
く
数
分
前
に
、
シ
ッ
ク
な
茶
色
の
煉
瓦
に
真
っ
白
な
「
山
崎
」

の
文
字
を
配
し
た
工
場
群
が
見
え
ま
す
。
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル
を
思
わ
せ
る
ブ

ラ
ウ
ン
の
煉
瓦
が
印
象
的
な
、
サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
工
場
で
す
。
そ
の
背
後
に
は

美
し
い
山
の
緑
と
竹
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
が
こ
こ
を
制
し
て
明

智
光
秀
を
討
ち
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
天
王
山
で
す
。
「
高
校
三
年
の
夏
は
『
天

王
山
』
」
」
と
い
う
言
葉
で
も
知
ら
れ
た
山
で
す
。
日
本
史
を
専
攻
し
た
こ
と
も

あ
り
、
京
都
へ
行
く
機
会
は
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ
を
通
る
た
び
に
高
校
三
年

の
夏
を
思
い
出
し
ま
す
。

ど
の
ク
ラ
ス
も
後
ろ
の
黒
板
に
は
「
四
当
五
落
」
の
文
字
が
大
き
く
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
は
睡
眠
時
間
四
時
間
が
続
く
と
、
徹
夜
し
た
の
と
同
じ

く
ら
い
に
脳
が
疲
労
し
、
認
知
能
力
が
低
下
す
る
そ
う
で
す
が
、
昭
和
に
は
そ

う
い
う
研
究
成
果
も
ま
だ
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
「
五
時
間
も
寝
て
る
よ
う
で
は

志
望
校
に
は
合
格
し
な
い
」
が
常
識
で
し
た
。
深
夜
遅
く
ま
で
必
死
の
毎
日
で
、

文
字
通
り
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
「
高
三
の
夏
は
受
験
の
天

王
山
。
こ
こ
を
取
っ
た
ら
受
験
に
勝
て
る
」
「
食
事
・
風
呂
・
ト
イ
レ
。
そ
れ
以

外
は
す
べ
て
勉
強
だ
」
と
多
く
の
先
生
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
「
ク
ー

ラ
ー
が
無
い
。
ア
ツ
い
。
」
と
い
う
男
子
た
ち
が
ず
ら
っ
と
廊
下
に
机
を
出
し
、

掃
除
の
バ
ケ
ツ
に
水
を
張
り
、
足
を
入
れ
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
「
睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
と
る
」
が
常
識
で
す
。
と
は
い
え
、
一
日

＝
二
十
四
時
間
は
昔
も
今
も
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
求
め
ら
れ
る
学

力
が
昔
よ
り
低
い
レ
ベ
ル
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
頃
よ
り
短
縮
さ
れ
た
時
間
内
で
濃
密
に
能
率
良
く
学
習
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
気
分
転
換
も
上
手
く
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
体
調
管
理

も
し
っ
か
り
と
。
長
い
人
生
に
お
い
て
、
勉
強
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
れ
る
夏
は
そ

う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。
受
験
へ
の
不
安
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
、
気
力
と
体
力
の

限
界
点
を
見
極
め
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
夏
で
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
た
後

も
沢
山
の
壁
や
不
安
に
ぶ
ち
あ
た
り
ま
し
た
が
、
三
年
の
夏
の
ぎ
り
ぎ
り
の
経

験
が
私
を
支
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

第
四
十
一
回

相
高
祭

花
様
年
華
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a
in
t
th
e
w
o
rld

w
ith

y
o
u
r
c
o
lo
rs

～

６
／

（
金
）
～

(

土
）

15

16

今
年
初
め
て
二
日
間
に
わ
た
っ
て
相
高
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
年
生
は
食

品
バ
ザ
ー
を
担
当
し
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ン
ト
で
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
思
い
出

深
い
一
日
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
会
執
行
部
の
活
動
も
相
高

祭
を
最
後
に
新
執
行
部
へ
と
完
全
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

三
年
一
組

S
A
D
A
'
s
K
i
t
c
h
e
n

（
カ
リ
カ
リ
チ
ー
ズ
・
ア
イ
ス
）

女
子
生
徒

私
達
は
最
初
う
ま
く
い
く
自
信
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
高
祭
が

近
づ
く
に
つ
れ
て
一
人
一
人
が
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
行
動
す
る
よ
う

に
な
り
、
不
安
が
期
待
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
日
も
厳
し
い
日
程
に

も
関
わ
ら
ず
、
全
員
が
役
割
以
上
の
動
き
を
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
心
に
残
る
バ
ザ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

表

彰

１

三
年
生
食
品
バ
ザ
ー

最
優
秀
賞

三
年
四
組
「
串
焼
き
万
歳
」

（
焼
き
鳥
・
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
お
に
ぎ
り
）

優
秀
賞

三
年
二
組
「
革
新
～in

n
o
v
a
tio

n

～

」

（
ギ
ョ
ウ
ザ
）

２

相
高
祭
表
紙

優
秀
賞

三
年
二
組

女
子
生
徒

優
秀
賞

三
年
三
組

女
子
生
徒

三
年
二
組

革
新
～i

n
n
o
v
a
t
i
o
n

～

（
餃
子
）

女
子
生
徒

初
め
の
頃
は
、
何
事
を
決
め
る
に
も
う
ま
く
い
か
ず
、
大
変
で
し
た
が
、
途
中

か
ら
は
少
し
ず
つ
い
い
感
じ
に
な
り
、
当
日
は
先
生
の
指
導
の
下
、
き
び
き
び
と

動
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
優
秀
賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
年
生
最
後
の
文
化
祭
は
思
い
出
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
行
事
を
一
つ
終
え

て
、
受
験
勉
強
を
意
識
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

三
年
三
組

Ｐ
Ｉ
Ｚ
Ｚ
Ａ
☆
ト
モ
リ
ー
ヌ
（
デ
ザ
ー
ト
ピ
ッ
ツ
ア
）

女
子
生
徒

私
達
の
ク
ラ
ス
は
，
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
ピ
ザ
と
チ
ョ
コ
マ
シ
ュ
マ
ロ
ピ
ザ
の
二

種
類
を
販
売
し
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
先
生
に
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
担
任
の
先
生

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ハ
プ
ニ

ン
グ
あ
り
笑
い
あ
り
で
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

残
り
の
行
事
も
、
こ
の
三
組
の
メ
ン
バ
ー
で
素
敵
な
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

三
年
四
組

串
焼
万
歳
（
焼
き
鳥
・
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
お
に
ぎ
り
）

男
子
生
徒

今
回
の
文
化
祭
で
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
最
優
秀
賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
日
は
お
客
さ
ん
の
集
中
す
る
時
間
帯
が
予
想
か
ら
大
き
く
外
れ

た
り
、
調
理
係
の
配
分
を
間
違
っ
た
り
と
、
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
り
結
構
焦
り

ま
し
た
。

そ
れ
で
も

ク
ラ
ス
の

み
ん
な
が

頑
張
っ
て

く
れ
た
お

か
げ
で
最

高
の
思
い

出
を
作
る

３－２

３－３
３－１

３－４
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「
ひ
ょ
う
ご
教
弘
」
２
０
１
８
夏
号

と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表

紙
に
三
年
一
組
の
女
子
生
徒
の
「
カ
マ
キ
リ
の
記
念
撮
影
」
と
い

う
作
品
（
左
）
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
年
五
組

ア
ゲ
ア
ゲ
ド
ー
ナ
ッ
ツ
（
揚
げ
ド
ー
ナ
ッ
ツ
・
ジ
ュ
ー
ス
）

男
子
生
徒

準
備
段
階
か
ら
み
ん
な
で
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
も

き
ち
ん
と
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
忙
し
い
部
分
を
手
分
け
し
て
、
積
極

的
に
手
伝
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
い
最
後
の
文
化
祭
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
の
夏
を
制
す
る
」

学
年
進
路
よ
り

授
業
や
Ｌ
Ｈ
Ｒ
、
学
年
集
会
で
繰
り
返
し
「
高
校
三
年
の
夏
休
み
の
心
得
」

を
聞
い
て
、
や
る
気
と
壮
大
な
計
画
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
役
生
は
こ
の
夏
の
取
り
組
み
い
か
ん
で
秋
以
降
の
成
績
の
伸
び
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
気
で
や
り
始
め
て
結
果
が
出
る
ま
で
に
最
低
三

ヶ
月
か
か
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
ち
ょ
う
ど
半
年
に
な
っ

た
、
ま
さ
に
こ
の
夏
が
「
大
き
な
山
場
」
で
す
。

高
三
の
夏
を
制
し
た
か
ら
と
い
っ
て
受
験
に
勝
て
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
高
三
の
夏
を
制
し
な
け
れ
ば
受
験
に
は
勝
て
な
い
。
こ
れ
は
真
で
す
。

ど
う
勉
強
す
れ
ば
い
い
か
、
各
教
科
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
一
人
一

人
が
現
状
・
課
題
を
確
認
し
て
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

一
、
「
高
三
の
夏
は
天
王
山
」

（
去
年
ま
で
の
夏
と
は
根
本
的
に
違
う
と
い
う
自
覚
を
持
つ
。
）

二
、
「
ま
ず
は
今
日
一
日
」

（
今
日
一
日
を
精
一
杯
や
っ
た
ら
、
後
は
継
続
し
よ
う
。
）

三
、
「
気
分
転
換
」

（
趣
味
に
没
頭
、
汗
を
か
く
も
良
し
。

そ
し
て
切
り
替
え
は
「
は
っ
き
り
、
ス
パ
ッ
」
と
。
）

四
、
「
う
ま
い
勉
強
法
な
ん
て
も
の
は
な
い
」

（
基
本
に
徹
し
て
ひ
た
す
ら
繰
り
返
す
。

肉
体
を
鍛
え
る
が
ご
と
く
脳
を
鍛
え
る
。
）

生徒会？

３－５

９月１日（土）実施の全統記述模試／看護模試

＜全統記述＞（河合塾）
(文系)

８：１０ 着席完了（ 時間まで静かに自習 ）

８：３５ ～ １０：１５ 国 語（現・古・漢） （１００分）

１０：３０ ～ １２：１０ 英 語 （１００分）

１２：５０ ～ １３：５０ 地 歴 （６０分）

１４：０５ ～ １５：４５（２５） 数学Ⅱ型（数学Ⅰ型）（１００分／８０分）

(理系・コース)
８：１０ 着席完了

８：１５ ～ １０：１５ 数学Ⅲ型 （１２０分）

１０：３０ ～ １２：１０ 英 語 （１００分）

１２：５０ ～ １３：５０ 化 学 （６０分）

１４：００ ～ １５：００ 物 理／生 物 （６０分）

１５：１５ ～ １６：５５ 国 語（選択者のみ） （１００分）

<看護模試＞（東京アカデミー）
８：１５ ～ ９：０５ 現代文／現代文・古文 ９：２０ ～ １０：１０ 英 語

１０：２０ ～ １１：１０ 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ（選択）

１１：２０ ～ １２：１０ 生物基礎 １２：５０ ～ １３：４０ 小論文

☆ ７月／８月／９月の主な行事予定 ☆

月 日 曜 行 事

7 20 金 終業式 大掃除

23 月 保護者懇談会（～ 30）

24 火 前期補習（～31）

31 火 油引き前清掃、おもしろ科学実験教室（ｐｍ）

8 1 水 中期補習（～3）

12 日 全統マーク模試（関西福祉大学にて）

20 月 後期補習（～27）

21 火 オープンハイスクール（～ 22)

9 1 土 全統記述模試／看護模試

3 月 大掃除、始業式、ＬＨＲ、４５６限授業

5 水 ６限 センター試験説明会

キャンパスカウンセリング

13 木 ７限 除草作業 体育大会係打ち合わせ

15 土 ベネッセマーク模試（～16）

18 火 ５６７限 体育大会予行

19 水 キャンパスカウンセリング

20 木 体育大会

21 金 （体育大会予備日）

五
、
「
終
わ
ら
な
い
受
験
は
無
い
」

（
今
は
苦
し
く
て
も
必
ず
開
け
る
。

開
く
の
は
自
分
自
身
。
）

８ 月 １ ２ 日 （ 日 ） 実 施 の 全 統 マ ー ク 模 試 に つ い て

１ . 時 間 割 教 科 時 間

入 室 ～ ８ ： １ ５

地 歴 ２ 科 目 受 験 者 開 始 ８ ： ３ ０ ～ ９ ： ３ ０ （ 6 0分 ）

公 民 １ 科 目 受 験 者 開 始 ９ ： ４ ０ ～ １ ０ ： ４ ０ （ 6 0分 ）

国 語 １ ０ ： ５ ０ ～ １ ２ ： １ ０ （ 8 0分 ）

受 験 届 記 入 ・ 提 出 １ ２ ： １ ０ ～ １ ２ ： ３ ０ （ 2 0分 ）

リ ス ニ ン グ １ ２ ： ３ ０ ～ １ ３ ： １ ５ （ 4 5分 ）

昼 休 み １ ３ ： １ ５ ～ １ ３ ： ５ ５ （ 4 0分 ）

英 語 １ ３ ： ５ ５ ～ １ ５ ： １ ５ （ 8 0分 ）

数 学 ① １ ５ ： ２ ５ ～ １ ６ ： ２ ５ （ 6 0分 ）

数 学 ② １ ６ ： ３ ０ ～ １ ７ ： ３ ０ （ 6 0分 ）

理 科 ① １ 時 間 目 １ ７ ： ４ ０ ～ １ ８ ： ４ ０ （ 6 0分 ）

理 科 ② ２ 時 間 目 １ ８ ： ５ ０ ～ １ ９ ： ５ ０ （ 6 0分 ）

２ ． 会 場 関 西 福 祉 大 学 （ J R 播 州 赤 穂 下 車 、 赤 穂 駅 か ら 送 迎 バ ス 有 り ）

J R 時 刻 表

姫 路 駅 7 : 1 5 発 → 竜 野 7 : 3 0 → 相 生 7 : 3 5 → 赤 穂 7 : 4 6 着

３ ． 持 参 物

受 験 票 、 鉛 筆 （ F ・ HB ）、 鉛 筆 削 り 、 プ ラ ス チ ッ ク 消 し ゴ ム 、

腕 時 計 、 昼 食 、 交 通 費 、 生 徒 手 帳 （ 身 分 証 明 証 ）

９ 月 ３ 日 （ 月 ） の 時 間 割
８ ： １ ５ Ｓ Ｈ Ｒ 大 掃 除

９ ： ０ ０ 始 業 式 表 彰 伝 達 式 等

１ ０ ： ２ ５ Ｌ Ｈ Ｒ

１ １ ： ３ ０ ～ ４ 限 授 業 ５ 限 授 業 ６ 限 授 業 Ｓ Ｈ Ｒ
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